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プロレタリアの少年少女せうねんせうぢよへ




　貧まづしい子供こどもたちよ。

　おぢさんは、みんなが大たいへん可愛かあいい。この本ほんは君きみたちに讀よんでもらひ、歌うたつてもらうために書かいたのだ。金持かねもちの子供こどもなんか讀よまなくたつていい。

　おぢさんは君きみたちのお父とうさんやお母かあさんと同おなじやうに貧乏びんぼふだ。そして君きみたちのやうな元氣げんきな可愛かあいい子供こどもを持もつてゐる。去年きよねんは六つになるスミレといふ女をんなの子こを一人ひとり亡なくした。それはおぢさんが貧乏びんぼふなために、金持かねもちの子このやうに大切にしてやられなかつたからだ。だがおぢさんにはまだ二人ふたりの子供こどもがある。もしこの二人ふたりが死しんでしまつても、おぢさんはまだ〳〵氣きを落おとしはしまい。それは元氣げんきな君きみたちが大勢たいぜいゐてくれるからだ。それほどおぢさんは君きみたちを、自分じぶんの子このやうに思おもつてゐる。

　おぢさんは永ながいこと、いつも、君きみたちにいい本ほんをこしらへてあげたいと思おもつてゐた。けれど貧乏びんぼふでは本ほんも書かけない。今度こんどやつとのことで、この本ほんをつくることができた。けれどこれは手てはじめで、そんなにいいものとは云いへない。第だい一、本ほんが高たかすぎる。それに童謠うただつて、まだほんとうに君きみたちに好すかれないかも知しれない。けれど君きみたちは金持かねもちの子こや、金持かねもちの味方みかたの詩人しじんやまたそいつらと一いつしよに貧乏人びんぼふにんを馬鹿ばかにしてゐる奴やつらのやうに、このおぢさんの童謠うたを一も二もなく、頭あたまからバカにし、惡口わるくちなんか云いはないだらう。きつと、おぢさんの子供こどもやおぢさんを好すいてくれる子供こどもたちと同おなじやうに、よろこんで讀よんでくれ、よろこんで歌うたつてくれるにちがひない。

　そこで、わたしの好すきな子供こどもたちよ。おぢさんはみんなとお約束やくそくしよう。この次つぎに出だすおぢさんの本ほんは、きつといい本ほんで、もつと安やすくすること、を。

　で、今度こんどは君きみたちから、おぢさんにお約束やくそくをしてもらひたい。と云いふのは、おぢさんに前まへの約束やくそくをきつと守まもらすためには、君きみたちはこの本ほんをよく讀よんで、そしてその中うちの一番ばん好すきな歌うたとか、嫌きらひな歌うたとか、この歌うたはこんな時ときに使つかつたらどうだつたとか、今度こんどはこんな時ときに歌うたふこんな歌うたを作つくつてほしいとか、そう云いつたことをドシ〳〵手紙てがみかハガキかで、云いつてよこしてもらひたい。また君きみたちの作つくつた歌うたもぜひおくつて見みせてほしい。も一つ。この本ほんは自分じぶんひとりでは讀よまないで、なるべくお友ともだちみんなに見みせ、讀よませ、貸かしてやるやうにしてもらひたい。そしてみんな仲なかよく、元氣げんきに、大勢たいぜいで歌うたふことだ。──これを是非ぜひお約束やくそくしてもらひたい。

　ではみんなよ、早はやく大おおきくなつて、君きみたちも勇敢ゆうかんなプロレタリアの鬪士とうしとなつて、君きみたちや君きみたちのお父とうさんお母かあさんを苦くるしめてゐる奴やつらを叩たゝきのめしてくれ！

東京府下とうきやうふか吉祥寺きちしやうじ四八〇
一千九百三十年四月槇本楠郎まきもとくすを





梟ふくろと燕つばめと鷄にはとり




ふくろは老をいぼれ

いくぢなし

お山やまにかくれて

夜よるは鳴なく

『ぼろ着きて奉公ほうこう』

おらイヤだ




つばめはハイカラ

燕尾服えんびふく

『土つち喰くて虫むし喰くて

口くち澁しイぶい』

もんどり打うつては

空そらでなく




にはとりや朝あさから

聲こゑ高たかく

まつ紅かな鷄冠とさかを

ふり立たてて

蹴爪けづめとぎとぎ

『米こめくれろう！』





飴あめちよこブルジヨア




飴屋あめやのぢいさん

プープと吹ふけば




あれあれふくれる

大蛸入道おほだこにうだう




いやいや狸たぬきに

よく似にたおやぢ




こいつ、たしかに

よくないやつだ。




お尻しりの竹たけから

プープと吹ふけば




おやおやふくれる

でツかいお腹なか




飴あめちよこブルジヨア

でツかいお腹なか




プープと吹ふく間まに

あら、あら、パチン。





馬うま




馬うま、馬うま、荷馬にうま

うれしいか

目めかくしされて

飾かざられて

エツチラ、オツチラ

車くるまひく




車くるまはコロ〳〵

酒樽さかだるだ

ヒラ〳〵小旗こはたに

かざられて

コロ〳〵車くるまは

酒樽さかだるだ




エツチラ、オツチラ

町まちを行ゆく

初荷はつにの車くるまの

色旗いろはただ

荷馬にうまはビツシヨリ

大汗おほあせだ





鸚鵡おうむ




木蔭こかげのとまり木ぎ

　　　　鸚鵡おうむさん

今日けふも朝あさから

　　　　ガーリガリ

あんよの鎖くさりを

　　　　ガーリガリ

切きりたい切きりたい

　　　　この鎖くさり




ガチガチかんでも

　　　　まだ切きれぬ

いつまでかんでも

　　　　まだ切きれぬ

くさりは中なかまで

　　　　かたい金かね

それでもかまずにや

　　　　ゐられない




空そらはひろびろ

　　　　日ひは眞晝まひる

木蔭かげのそよ風かぜ

　　　　そうよそよ

それでも鸚鵡おうむは

　　　　知しらぬ顏かほ

あんよの鎖くさりを

　　　　ガーリガリ





落おとした笛ふえ




とんびトロロの

笛吹ふえふきが

笛ふえを落おとして

さがしてる




どこかそこらに

笛ふえないか

ピートロトロの

笛ふえないか




笛ふえはたんぼの

稻いねの中なか

案山子かゞしの袂たもとで

鳴ないてつた




あーれは鈴虫すゞむし

チンチロリン

それともこほろぎ

きりぎりす




おーとし物ものだ

おまはりさん

ピートロトロの

笛ふえないか




おまはりや呼笛よびこの

銀ぎんの笛ふえ

チヨツキにぶらさげ

怒鳴どうなつた





雀すゞめ追おひ




痩やせた雀すゞめが、チーパツパ

稻穂いなほにパタ〳〵おりて來くる

お前まへに食くはしてなるものか

　　ホーイ・ホーイ、ほら逃にげた




逃にげてはまた來くる、チイパツパ

痩やせた雀すゞめが手てを合あはす

ほしけりやお前まへもお作つくりよ

　　ホーイ・ホーイ、ほら逃にげた




逃にげてもまた來くる、チイパツパ

お腹なかがチイチとおし拜おがむ

作つくらんものには見みせて置おこ

　　ホーイ・ホーイ、ほら逃にげた




追おつても追おつても、チイパツパ

お腹なかがチイチと泣なきすがる

泣ないてもお前まへにややられない

　　ホーイ・ホーイ、ほら逃にげた





村むらの學校がくかう




村むらの學校がくかうの教室けうしつを

ちよつと、のぞいて見みてごらん

先生せんせいと生徒せいとの大喧嘩おおげんくわ




耳みゝをひつぱる、ひつぱたく

本ほんをひつ取とる、立たたしとく

それでもきかなけや、また叩たゝく




となりの教室けうしつのぞいたら

うしろに三人にん立たたされて

時間じかんのすむまで泣ないてゐた




そのまた、となりの教室けうしつは

校長先生かうちやうせんせいの修身しうしんで、

『義勇奉公ぎゆうほうこう』と教をしへてた





旗はた振ふり爺ぢいさん




踏切番ふみきりばんの旗はたふり爺ぢいさん

よろ〳〵出でて來きてスツクと立たつて

今日けふも朝あさから旗はたをふる




旗はたはなになに赤あかと白しろ

赤あアかい旗はたは持つてても

振ふるるのはやつぱり白しろい旗はた




ポツポ〳〵と汽車きしやは來くる

背中ゆすつてピヨン〳〵跳はねて

急行列車きふかうれつしやは一二等とう




踏切番ふみきりばんの旗はたふり爺ぢいさん

行ゆかしたあとでは「こん畜生ちくせう」と

覺おぼえず振ふるのが赤あかい旗はた





メーデーごつこ




一人ひとり來こい

二人ふたり來こい

みんな來こい




長屋ながやの子供こどもは

みんな出でろ




おいらは腹はらがへつた

手てをつなげ

町まちのまん中なか

ねり歩あるかう




メーデーごつこだ

勢揃せいぞろひ




恐おそれな

亂みだれな

前進ぜんしんだ





チンドン飴屋あめや




チンチンドンドン

チンドンドン

あめ屋やが來きた來きた

ぢいさんだ

一錢せんもらつて

　　　　エツサツサ

　　　　エツサツサ




チンチンドンドン

チンドンドン

あめ屋やのぢいさん

旗はたをふる

旗はたはお添そえで

　　　　チンドンドン

　　　　チンドンドン





葉はつぱのお金かね




こんこん小山こやまの野狐のぎつねは

化ばけてひよつこり町まちに出でて

葉はつぱのお金かねで酒さけ買かうた

葉はつぱのお金かねであげ買かうた

こいつ、ただでは置おけないぞ

因幡ゐなばの兎うさぎにしてやろか





石地藏いしぢぞう




野中のなかのお堂だうのお地藏ぢぞうさん

まさかねんねぢやあるまいに

赤あアかい着物きものによだれかけ

おまへは中なかまで石いしのはづ

ふざけちやいけないおよこしよ

おいらは寒さむうて洟はなが出でる





一寸法師いつすんはふし




足袋たびの穴あなから

指ゆびが出でた




一寸法師いつすんはふしの

よごれ顏かほ




へへのの・もへの・と

書かいてやれ





おきあがりこぼし




誰たれをにらむかおきやがりこぼし

赤あかい着物きものをおつ着きせられて

お手て々あんよもありやしない

ころ〳〵ころんでおきやがりこぼし




手足てあしどうしたおきやがりこぼし

誰に取とられたお手て々よあんよ

叩たゝき出たされちやころ〳〵ころび

からだゆすつてむつくり起おきる




手足てあしないのでおきやがりこぼし

ほうり出だされちやむつくり起おきて

なんだ奴等やつらとハツタとにらむ

赤あかい着物きもののおきやがりこぼし





舌切雀したきりすゞめ




チイチク、パツパ

チイパツパ




お腹なかがすいて

糊のりなめて




舌したを切きられた

小雀こすゞめは




口くちもきかれず

チイパツパ




ひとりでしくしく

チイパツパ




お宿やどをさがして

チイパツパ




行いつても行いつても

宿やどはなく




こんこん小雪こゆきが

降ふつて來きた




野中のなかの家いへにも

灯ひがついた





猿さると蟹かに




猿さるから貰もらつた柿かきの種たね

だまされたとは知しらぬ蟹かに

ねぢ鉢卷はちまきで肥料こやしやる

二葉ふたばに芽めが出でて花はなが咲さく

果みがなりやどこから出でて來きたか

ひよつくり山猿やまざる・赤あかい顏かほ




見事みごと見事みごととほめそやし

つる〳〵登のぼつて山猿やまざるめ

ムシヤ〳〵頬張ほうばる赤あかい柿かき

氣きのよい蟹かにはだまされて

下したから見上みあげて待まつてれば

甲羅かうらにはぢける青あをい柿かき




やれ〳〵ひどい山猿やまざるめ

こいつ逃にがしてなるものか

仲間なかまの石臼いしうす・蜂はちに栗くり

大勢おほぜい味方みかたが集あつまつて

たうとう山猿やまざる・赤あかい顏かほ

チヨン切ぎり落おとして蒼あをい顏かほ





とるとるづくし




とるとるづくしではじめましよ

熊くまと金太郎きんたらう・すまうとる

こぶとり爺ぢいさん・こぶをとる

猿さるはだまして柿かきをとる

にぎりめし・柿かきのたね

蟹かにのかたきは、みなでとる

　　ええ、みなでとる！




とるとるづくしではじめましよ

地主ぢぬしはいばつて年貢米ねんぐとる

金持かねもちア遊あそんでて利子りしをとる

あつても無なくても税ぜいはとる

ブルジヨア・にぎり拳こぶ

今いまにおいらが、あれをとる

　　ええ、あれをとる！





お化ばけさん




ころころ、こいつは

なにものだ




叩たゝけばニヨツキリ

首くびが出でた




ムクムク手てが出でた

足あしが出でた




でつかいお腹なかは

ビール樽だる




こいつ、なに食くた

なに甜なめた




ブンブク茶釜ちやがまか

お化ばけさん




うつかり側そばには

寄よりつけぬ




あぶない、あぶない

なアに？　──「金持かねもち」──





首くびふり人形にんぎやう




突ついても引ひいても

首くびふり人形にんぎやう

ちよこんと坐すわつて

パツチリ見みつめ

大おほきな頭あたまを

コツクリ・コクリ

　　首くびふり人形にんぎやうはなさけない




どうせおもちやの

首くびふり人形にんぎやう

聲こゑも立たてずに

コツクリ・コクリ

せめて首くびでも

左ひだりへ右みぎへ

　　首くびふり人形にんぎやうはなさけない





猫柳ねこやなぎ




ねこやなぎ

なんにも食たべずに親おやも子こも

生木なまきをかぢつてねこやなぎ

みんな揃そろつて尻しり立たてて

食くへても食くへでもねこやなぎ

春はるの來くるのを待まつてゐる





赤あかい旗はた




　起たてよ

　起たてよ

集あつまれ、子供こども

われ等らの旗はたは

われ等らで守まもらう

　　　なびけ

　　　はためけ

　　　×い旗はた




　進すゝめ

　進すゝめ

手てを組くめ、子供こども

われ等らの道みちは

われ等らで開ひらかう

　　　うねれ

　　　波打なみうて

　　　×い旗はた





野良のらかへり




出でた出でた月つきが森もりの上うへ

森もりの上うへ

胡爪きうりのやうに青あをい月つき

青あをい月つき




蛙かはづは水田みづたでお囃はやしだ

お囃はやしだ

カッカッ・クックッ、カックック

カックック




螢ほたるは野道のみちで揚あげ花火はなび

揚あげ花火はなび

可愛かあいい花火はなびがピーカピカ

ピーカピカ




歸かへればお家うちに灯ひが一つ

灯ひが一つ

黄きいろいランプに蛾がが二つ

蛾がが二つ




三つ食たべたら止よしませう

止よしませう

御飯ごはんは黒くろうても温あつたかい

温あつたかい





へちま




のんき坊主ぼうづのへちまの親子おやこ

今日けふも朝あさからグウグウグウ




今いまにもころんで落おちさうな

へちまはだらりと居眠ゐねむりだ




居眠姿ゐねむりすがたの、のんきな親子おやこ

頭あたまの先さきからくさつてしまへ





赤あかい豆まめ




莢豆さやまめ

はぢけた




赤あかい豆まめ

こウろころ




いつしよになれ

一つになれ




仲なかよし

こよし




もとの莢さやを

忘わすれな





山羊やぎ




あごひげちよつぴり

　　お山羊やぎさん

食たべても食たべても

　　やせつぽの

お前まへのお臀しりの

　　そのお骨ほね

一膳ぜん飯めしでも

　　おごりましよ

それとも燒鳥やきとり

　　召めし上あがれ

牛飯ぎうめしならば

　　なほよかろ





小石こいしけりけり




小石こいしけりけり

野道のみちを行ゆけば

　　　カラカラコン・カラカラコン

來きた來きた犬いぬめが

太ふとつちよの豚ぶたと

　　　カラカラコン・カラカラコン




豚ぶたも犬いぬめも

ご自慢じまんのおひげ

　　　カラカラコン・カラカラコン

おひげの先さきには

つばきの提灯ちやうちん

　　　カラカラコン・カラカラコン




ええい、ここらで

小石こいしをチヨンだ

　　　カラカラコン・カラカラコン

おつと見みた見みた

ワンワンにブーブ

　　　カラカラコン・カラカラコン





とんとん・とびつこ




とんとんとびつこ誰たれさんだ

となりのびつこのとん吉きちだ

とん吉きちとんとんなにしてる

とんとんとなりへ飛とんでゆく




となりの子供こどももとん吉きちだ

草履ぞうりと足駄あしだのとんからこ

とんとん飛とぶのは廢兵はいへいさん

たんぼの案山子かがしもとんからこ




片脚かたあし同志どうしが集あつまつて

とんからとんからとびつこだ

とんとんとびつこ轉ころびやせぬ

みんなで支さゝえて凭もたれ合あひ

　　　凭もたれ合あひ





早鐘はやがね




ほら鳴なる、鐘かねだ

早鐘はやがねだ

蓑笠姿みのかさすがたで飛とんで行ゆく

かけ足あし

はや足あし

エツサツサ




ほら鳴なる、鐘かねだ

早鐘はやがねだ

用意よういは出來できたか、みな出でたか

かけ足あし

はや足あし

エツサツサ




ほら鳴なる、鐘かねだ

早鐘はやがねだ

銅鑼どらだ、太皷たいこだ、法螺貝ほらがひだ

かけ足あし

はや足あし

エツサツサ




ほら鳴なる、鐘かねだ

早鐘はやがねだ

來きた來きた向むかふの村むらからも

かけ足あし

はや足あし

エツサツサ




ほら鳴なる、鐘かねだ

早鐘はやがねだ

亂みだれな、騷わさぐな、あわてるな

かけ足あし

はや足あし

エツサツサ




ほら鳴なる、鐘かねだ

早鐘はやがねだ

遲おくれな、分わかれな、離はなれるな

かけ足あし

はや足あし

エツサツサ





わんわん




犬いぬめは

クンクン

小屋こやから出でてくる




ワンと吠ほえ

ワンと吠ほえ

吠ほえたら這はつて來こい




わんわん

ここぢや

お手て鳴なる方はうへ──




這はつて來こい

廻まはつて來こい

三べん廻まはつておぢぎをせ




わんわん

忘わすれた

元もとの道みちを忘わすれた




あつち、こつち

うウろ、うろ

片脚かたあしあげては小便せうべんだ





おんまコツコ




おんまコツコ

ハイドード

おんまはマルクス

エンゲルス

リイプクネヒトも

四つん這ばひ

乘のりては赤毛あかけの

チビのジヤン




おんまコツコ

ハイドード

それ行ゆけおんま

ハイドード

おやぢのマルクス

エンゲルス

リイプクネヒトも

這はひまはる




おんまこつこ

ハイドード

赤毛あかげのチビは

ぶツたたく

おんまは三匹びき

大急おほいそぎ

スタコラサツサと

這はひまはる





おら子守こもり




一つ、ひだちの山やまの中なか

山やまの中なか

食くへずに出でて來きたおら子守こもり




二つ、ふた親おや見捨みすててたが

見捨みすてたが

やつぱりここでも食くへはせぬ




三つ、みんなはなぐさめる

なぐさめる

今いまにおいらの世よが來くるぞ




四つ、夜よごとに見みる夢ゆめは

見みる夢ゆめは

せなかの赤兒あかごに角つのが出でた




五つ、いやでも泣なくく時ときは

泣なくく時ときは

ねんねん・ころいち・ねんころりん




六つ、胸むねには火ひが燃もえる

火ひが燃もえる

朝あさから晩ばんまで無理むりばかり




七つ、なんでも習ならひたい

習ならひたい

くにへ手紙てがみも書かきたいなあ




八つ、宿無やどなし野良のらの犬いぬ

野良のらの犬いぬ

おまへも寒さむかろ雪ゆきが降ふる




九つ、ここまで出でて見みれば

出でて見みれば

工場こうばの汽笛きてきが、あれ鳴なるよ




十で、たうとうおさらばだ

おさらばだ

年期ねんきがあければ身みは自由じゆう、身みは自由じゆう





齒車はぐるまをどり




揃そろうた揃そろうた

　　　齒並はなみが揃そろうた

齒車はぐるまをどりの

　　　足並あしなみ揃そろうた

環わになれ擴ひろがれ

　　　くるくるまはれ

ガラガラ齒車はぐるま

　　　齒車はぐるまをどり

　　ガラガラ・ギツチヤン・ガラガラガラ

　　ガラガラ・ギツチヤン・ガラガラガラ




朝あさから晩ばんまで

　　　工場こうばの隅すみで

油あぶらもきれて

　　　お腹なかもすいて

ガチガチ咬かみ合あふ

　　　齒はと齒はのきしみ

おいら齒車はぐるま

　　　恨うらみは深ふかい

　　ガラガラ・ギツチヤン・ガラガラガラ

　　ガラガラ・ギツチヤン・ガラガラガラ




とつて食たべたい

　　　太ふとつちよのお首くび

捲まいて裂さきたい

　　　なアがい裳裾もすそ

それもならずに

　　　ほこりを浴あびて

おいら齒車はぐるま

　　　恨うらみは深ふかい

　　ガラガラ・ギツチヤン・ガラガラガラ

　　ガラガラ・ギツチヤン・ガラガラガラ




今日けふも朝あさから

　　　なんにも食たべず

お腹なかペコペコ

　　　齒はをかみ鳴ならす

せめてこわれな

　　　齒並はなみよ齒並はなみ

今いまに明あかるい

　　　日ひの目めは見みえる

　　ガラガラ・ギツチヤン・ガラガラガラ

　　ガラガラ・ギツチヤン・ガラガラガラ





繩なわとび唄うた




一つとんだ

　　　　とんだ

何なにがとんだ

　　　　とんだ

　　村むらから里さとへ

　　×い旗はたがとんだ




二つとんだ

　　　　とんだ

何なにがとんだ

　　　　とんだ

　　×い旗はたの上うへを

　　てツぽ丸だまがとんだ




三つとんだ

　　　　とんだ

何なにがとんだ

　　　　とんだ

　　お×の屋根やねへ

　　鎌かまと鎚つちがとんだ




四つとんだ

　　　　とんだ

何なにがとんだ

　　　　とんだ

　　まつ紅かな火ひの粉こが

　　天てんまでとんだ




五つとんだ

　　　　とんだ

何なにがとんだ

　　　　とんだ

　　邪魔じやまになるものは

　　なにもかも、ほらとんだ





手てまり唄うた




一ひイ、二ふウ、三みイ、四よウ

耳みゝは塞ふさがれ、お口くちは縫ぬはれ

手枷てかせ、足枷あしかせ、團子だんごにされて

糸いとをまかれて、しめくくられて

とんとん、ころりと、お手毬てまりさんだ

つけばつくほど、はづんで上あがる

はづめ、手てまりよ、とんとん踊をどれ

明日あすは手てまりも×××だ

蒼あをい顏かほして顫ふるへるお方かた

どいた、どいたりお手てまりさんだ

邪魔じやまをする子こはお×りさんか

それでなければ××さんだ

敵てきと味方みかたはもうよくわかる

　　　もうよくわかる

　　　──受うけ渡わーたし





コンコン小雪こゆき




坊ぼうやよ、坊ぼうやよ、よくおきき

父とうさん小ちひさいその時ときは

お腹なかがすいてもお米こめない

コンコン小雪こゆきの降ふる晩ばんは

ひとりで田圃たんぼの雪ゆき見みてた

コンコン小雪こゆきがお米こめなら

どんなに氣きままに食たべらりように




坊ぼうやよ、坊ぼうやよ、よくおきき

母かあさん小ちひさいその時ときは

寒さむうても着物きものはただ一つ

コンコン小雪こゆきの降ふる晩ばんは

ひとりでお屋根やねの雪ゆき見みてた

コンコン小雪こゆきが綿わたならば

どんなにぬくぬく着きらりように
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